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3種類の優れたジルコニア

■ i ! 1! >l i d f・ モノリシッククラウンのためのベストな選択

_４点曲げ強度500MPa 以上( 3 点曲げ強度＊換算 約７００ＭＰａ) まで上げたため、
従来のガラスセラミックスに比べ、より安全です。

＿臼歯部を含む最大3 本ブリッジまでの、広範囲な症例に適応。

_ 最少厚みを ０.５ｍｍ～0. 7 mm まで薄くすることが可能なので、必要最低限の支台歯形成で

残存歯質を保護し、クリアランスの小さい症例にも対応できます。

Szol ｢i d ht +・ZI 圜ALL- ON- X 症例に最適
＿自然な審美性と、４点曲げ強度８００ＭＰａ以上( 3 点曲げ強度＊換算 約１０００ＭＰａ) の
高い強度を兼ね備えています。

＿インプラント上部構造などの。歯肉部を含む広い範囲を被覆するために有効です。

＿マテリアルの透光性が優れているため、大きな修復物でも自然な審美性が得られます。

SI ㎜ フレームワークに適したマテリアル
＿４点曲げ強度８００ＭＰａ以上( 3 点曲げ強度＊換算 約1200MPa) の強度があり、
ワイドスパンのフレームに最適です。

＿築盛のジルコニアフレームに適応。

不透明度が高いため、変色している支台歯、またはメタルコアをカバーするのに適しています。

＊４点曲げ強度は､試験方法の違いにより3 点 曲げ強度と比較すると､一 般的には低い値となります。

Zol i d FX ML で作製
されたモノリシック
クラウン/15- 26

DT Mauro  Ahmi c,
Sandi  Tr kul j a
Dent a 囗npul s

Zol i d HT＋で作製された
カットバックの少ない
クラウン/13- 23

MDT Benj ami n  Vot t el er ,
Dent al t echni k  Vot t el er
GmbH  & Co

ZIで作製された
フルベニアジルコニア
フレームワーク/11- 23

MDT Benj ami n  Vot t el er ,
Dent al t echni k  Vot t el er
GmbH  & Co

＊ＡＧセラミル シリーズ ジルコニア ブランク

一般的名称：歯科切削加工用セラミックス 管理医療機器 認証番号: 226AABZX00046000
製造販売元：朝日レントゲンエ業株式会社 製造元: Amann Gi r r bach AG
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適切なマテリアルの選択
各症例に最も適したジルコニアは､様々な要因によって決まります。例えば､修復物の大きさや支台歯の色などは、マテリアルを選ぶ上で非常に重要です。
支台歯の色調を正確に読み取り､症例によって適切なマテリアルを選択することで､理想的で審美的な修復物に仕上がります。

マテリアル 適した支台歯の色調 症例

ジルコニア
フレーム

インレー オンレー
前歯部
臼歯部の
クラウン

3本ブリッジ
(大臼歯部を含む)

ロングスパン
ブリッジ

ハイブリツド
アバツトメント

ハイブリツド
アバツトメント

クラウン

超高透光性
≪zol i d f x

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

高透光性
S  zol i d ht十
両zol i d gen- x

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

低透光性
岡Zi

○ ○ ○ ○ ○



高さの違いが大きい
支台歯形成

でこぼこした支台歯形 成
（ ラフマージン ）

テーパーのない
支台歯形成
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適正な支台歯形成とZol  i d シリーズの材料特性
臨床で必要な審美性､高い安全性を持つZol i d シリーズ は､歯冠色に近い色を再現できるため､歯肉縁上の支台歯形成にも対応しています。そのため､セメンティングや支台歯形
成の調整を容易に行うことができます。また、修復物を作製するにあたって､モノリシッククラウンとフレームワークでは、スペースの条件を区別することが大切です。
最小厚みの考慮、適切な支台歯形成、フレームワークにおけるカットバックの十分なスペースの設定は、修復物の品質と機能に大きな影響を与えます。

症例ごとのスペースの条件＊

0. 5

0. 7 mm
八

0. 7 mm

0. 5mm　0. 7  mm

モノリシッククラウン

1. 0mm

1. 5

2. 0mm

禁 忌 事 項

ジルコニア修復物において、下記の支台歯形成は禁忌事項です。

シャープ エッジ

（ ナイフエッジ ）
切縁部のシャープエッジ

*最 小 厚 みは４本 ブリッジ に 基づ いてい ます，

2. 0mm

0. 8mm　0. 8mm

フレームワーク（ 築盛 ）

低く設定しすぎたショルダー
（ ジャンピングマージン ）

2. 0  mm

アンダ ーカット
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Zol  i d シリーズで修復物を作製する場合のパラメーターについて

ZOl i dシリーズSHT/HT/ LT の最小厚みと連結部の断面積一単冠を含む、最大3本ブリッジまでの場合

症例 前歯部 臼歯部

厚み( ｍｍ) 連結部断面積SHT
( mm2)

連結部断面積HT/ LT
( mm2)

厚 み( ｍｍ) 連結部断面積SHT
( mm2)

連結部断面積HT/ LT
( mm2)切 端 切端以外 岐合面 校合面以 外

単冠 0. 5 0. 5 0. 5 ０．５

3本ブリッジと1本ポン ティック 0. 5 0. 5 ≧12 〉７ 0. 7 ０．５ ≧12 〉９

ZOl i dシリーズHT/LT の最小厚みと連結部の断面積 －４本以上のブリッジの場合

症例
前歯部 臼歯部

厚み( ｍｍ) 連結部断面積HT/ LT
( mm2)

厚み( ｍｍ) 連結部断面積HT/ LT
( mm2)切 端 切端以外 校合面 咬合面以外

最大2 ポンティツク 07 0. 5 〉９ 1. 0 0. 7 ≧12

最大3 ポンティツク 07 0. 5 〉９

延長ブリッジと
延長ポンティック 1. 0 0. 7 ≧12

ジルコニア材料の分類
SHT=  Zol i d FX, Zol i d FX Pr eshades, Zol i d FX Mul t i l ayer
HT=  Zol i d HT・, Zol i d HT十Preshades,  Zol i d Gen- x
LT=ZI
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朝 日 レ ン ト ゲ ン エ 業 株 式 会 社　ht t p: / /www｡asahi - xr ay. c
・
■ j p

〒601- 8203 京都府京都市南区久世築山町376番地の3 TEL: 075- 921- 4330　FAx: 075- 921- 6675

W 朝日レント ゲンメールマガジン 翻-‘ - yI S 喞μ 7t Cσ冫氾5ﾉﾘふyQ

登 録 方 法: qR コ ード か ら 、登 録 ペ ー ジヘ アク セ ス

※ 札幌･仙台･東京･名古屋･京都･大阪･高松･ 広島･ 福岡にショールームを開設しております｡日本国内の各拠点の詳細につきましてはWEB サイトに掲載しております
※ 仕様および外観は､改良のため予告なく変更することがあります。

[ 白 匝 九 泉 鯔 ⑩]
－

AUSTRI A  ( HEADQUARTERS)
Amann Gi r r bach AG

Kobl ach,  Aust r i a
｢on  +43 5523 62333- 105

aust r i a⑥amanngi r r bach. cc ⊃ｍ

GERMANY
Amann Gi r rbach GmbH
Pf or zhei m, Germany
Fon +49 7231 957- 100

germany@amanngi r rbach. com

NORTH AMERI CA
Amann  Gi r r bach Ｎｏ吋ｈ Amer i ca,  LP

Char l ot t e,  NC,  U. S. A.
｢on  +1 704 837 1404

amer i ca ⑤amanngi r r bach. com

BRAZI L
Amann Gi r r bach Brasi l  LTDA

Cur i t i ba, Br azi
Fon +55 41 3287 0897

brazi l @amanngi r r bach. com

ASI A
Amann Gi r r bach Asi a PTE LTD.

Si n叩pore,  Asi a
Fon +65 6592 5190

Si ngapore ⑥amann りi ｢rbach. com

CHI NA
Amann Gi r r bach Chi na Co. ,  Lt d.

Bei j i ng, Chi na
Fon ＋86108886 6064

chi na ⑥amanngi r r bach. com
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